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ABSTRACT

　The aim of this study is to examine the “contents of childcare and education of language” 
from the perspective of social skills education. First, quantitative textual analysis was 
conducted. The results showed that the important words in the “contents of childcare and 
education of language” were “tell,” “sense,” “mind,” and “necessity.” Next, the correspondence 
between the “contents of childcare and education of language” and social skills education 
was examined. This examination revealed that the document’s content included several 
aspects pertaining to social skills, with the exception of words relating to “sense of 
language.” The perspectives of social skills education based on childcare and education systems 
were also discussed.

Key words : �contents of childcare and education of language, social skills education, infant, 
quantitative text analysis 

問題と目的

１．幼児期のソーシャルスキルの重要性

　ソーシャルスキルとは「対人関係を円滑に運ぶ
ための知識とそれに裏打ちされた具体的な技術や
コツの総称」であり（佐藤，2015），具体的な対
人行動をとらえる概念である。幼児期のソーシャ
ルスキルは小学校以降のソーシャルスキルと関連

し，将来にわたって個人の適応を予測することが
示されている（レビューは，佐藤，2015）。その
ため，幼児期に仲間から孤立せずに適切な対人関
係を結べることは重要であると考えられる。した
がって，幼児教育においてソーシャルスキルの観
点から子ども理解をすることや，一人ひとりの子
どものソーシャルスキルをアセスメントし，その
発達を援助することが望まれる。
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２．幼児を対象としたソーシャルスキル教育

　ソーシャルスキルを高めるための介入方法は，
従来は攻撃行動が多い子どもや引っ込み思案な子
どもを対象とし，仲間との適切な相互作用を促進
することを目標として個別または小集団を対象に
ソーシャルスキルトレーニングとして実施されて
きた（例えば，佐藤・佐藤・高山，1993）。その後，
学級集団のすべての子どもを対象としてソーシャ
ルスキルを育成する方法が実践されるようになっ
た。このような予防的・開発的な目的で集団対象
に実施する方法はソーシャルスキル教育と呼ばれ
（佐藤・相川，2005；相川・佐藤，2006），基本
となる14のソーシャルスキルが明示されている
（Table1）。そして，近年のソーシャルスキル教
育では幼児集団を対象とした実践研究が行われて
いる（岡村・金山・佐藤・佐藤，2009；清水，
2013；佐藤，2015）。

３．幼児教育におけるソーシャルスキル

　幼児教育の中でソーシャルスキルについて言及
しているものは清水（2015）など少なく，幼児の
社会性や対人行動についてはソーシャルスキルの
概念とは異なるとらえ方が散見される。例えば円
滑な幼小接続を実現するためのアプローチ・カリ
キュラムにおいて社会性や対人行動に言及してい
るものは多い。八尾市・八尾市教育委員会（2014）
では「つながる力」として「話す・伝えあう・言
葉」，「きく・理解する・くみ取る」，「共感・折り

あう・協同性」という3つの要素を挙げている。
さらに平成29年4月に告示された保育所保育指針
（厚生労働省，2017），幼稚園教育要領（文部科
学省，2017），幼保連携型認定こども園教育・保
育要領（内閣府・文部科学省・厚生労働省，2017）
（以下，3法令）の中で共通して記述されている
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の中に
は「協同性」，「道徳性・規範意識の芽生え」，「言
葉による伝え合い」，などがあり，ソーシャルス
キルと関連が深いものが多くみられる。
４．本研究の目的

　本田（2018）によれば，心理学の立場からは幼
児期の発達におけるソーシャルスキルの重要性が
実証され，ソーシャルスキル教育によってスキル
の向上を図ることがめざされている一方で，幼児
教育の立場では「ソーシャルスキル」の概念とは
異なるとらえ方で対人関係の重要性が指摘されて
おり，幼児教育におけるソーシャルスキル教育の
位置づけが十分に検討されていない。本田（2018）
は保育内容の5領域の中でソーシャルスキル教育
と最も関連が深いと思われる保育内容（人間関係）
をソーシャルスキル教育の観点から分析した。そ
の結果，保育内容（人間関係）の中では関係維持
スキルと問題解決スキルが相対的に多く，次いで
主張性スキルが多く見られたこと，ソーシャルス
キルそのものとは対応しない保育内容（人間関
係）の記述内容は幼児の主体性や自律性，ソー
シャルスキル教育による社会的に価値ある結果
（Ogilvy，1994），ソーシャルスキル教育の般化，
という概念に分類できることが示された。
　幼児教育において，保育内容の5領域のねらい
は幼児の自発的な活動としての遊びを通して総合
的に達成されることが期待されている（文部科学
省，2017）。そのため，保育内容（人間関係）以
外の領域をソーシャルスキル教育の観点から分析
することも必要であろう。そこで本研究では幼児
教育の中に見られるソーシャルスキル及びソー
シャルスキル教育について検討することを目的と
する。

Table1�　14の基本となるソーシャルスキルの分類
（相川・佐藤（2006）を基に作成）

分類 ソーシャルスキル

関係開始スキル さわやかにあいさつする，自己
紹介，上手な聴き方，質問する

関係維持スキル
仲間の誘い方，仲間の入り方，
あたたかい言葉かけ，気持ちを
分かって働きかける

主張性スキル やさしい頼み方，上手な断り方，
自分を大切にする

問題解決スキル
きちんと謝る，怒りをコントロー
ルする，トラブルの解決策を考
える
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方　法

１．本研究で比較・検討に用いる資料

⑴　ソーシャルスキル教育に関する資料

　本研究ではソーシャルスキル教育において取り
上げられることが多い14の基本となるソーシャル
スキル（相川・佐藤，2006）を用いることとした
（Table1）。この14の基本となるソーシャルスキ
ルは幼稚園，小学校，中学校で共通する部分が多
いと考えられており（佐藤，2015），現在の3法
令では小学校への接続がこれまでよりも重視され
ていることを踏まえると，幼児期におけるソー
シャルスキル教育の位置づけや在り方を検討する
上で，小学校との接続が明確な14の基本となる
ソーシャルスキルを資料とすることが妥当である
と判断された。
⑵　乳幼児の保育・教育に関する資料

　ソーシャルスキル教育と比較する乳幼児の保
育・教育の資料として3法令の保育内容（言葉）
を用いることとした。その理由は以下の2つで
あった。第一に，わが国の乳幼児期を対象とした
ソーシャルスキル教育は主として3歳児，4歳児，
5歳児の集団を対象に実施されており（清水，
2013；佐藤，2015），また，平成29年4月に告示
された3法令の中では3歳以上児に関する保育内
容の記述が統一された。そのため，本田（2018）
と同様にまずは3歳以上児の保育内容における
ソーシャルスキル教育の位置づけを検討する重要
性が高いと考えられるためであった。第二に，
ソーシャルスキル教育は非言語的側面も重視して
いるものの，主には言語的側面からソーシャルス
キルを分類している。保育内容の中でソーシャル
スキル及びソーシャルスキル教育と最も関連する
のは保育内容（人間関係）であると考えられるが
（本田，2018），このようなソーシャルスキルの
特徴から保育内容（言葉）との関連の検討は欠か
せないと考えられるためであった。
⑶　分析方法

　本田（2018）と同様の方法で，3法令の保育内
容（言葉）の記述とソーシャルスキル及びソーシャ

ルスキル教育を比較・検討した。まず，保育内容
（言葉）の情報を要約するために計量テキスト分
析を行った。計量テキスト分析とは計量的分析手
法を用いてテキスト型データを整理または分析
し，内容分析を行う方法であり，コンピュータの
適切な利用が望ましいとされる（樋口，2014）。
分析ソフトとしてKH Coderを用いることで恣意
的な要約を避けるようにした。その結果を保育内
容（言葉）の重要な情報の一つとしつつ，保育内
容（言葉）のねらい，内容，内容の取扱いの各項
目の記述と14の基本となるソーシャルスキルの対
応を図り，ソーシャルスキル及びソーシャルスキ
ル教育の関連から保育内容（言葉）の記述内容を
分類した。

結果と考察

１．保育内容（言葉）の内容分析

⑴　保育内容（言葉）の全体像の把握

　保育内容（言葉）の全体像を把握するために，
ねらい，内容，内容の取扱いの記述を用いて計量
テキスト分析を行った。ただし，「保育内容（言葉）」
の見出しの下の括弧内の説明（「経験したことや
考えたことなどを自分なりの言葉で表現し，相手
の話す言葉を聞こうとする意欲や態度を育て，言
葉に対する感覚や言葉で表現する力を養う。」）と，
「内容の取扱い」の見出しの次の一文（「上記の
取扱いに当たっては，次の事項に留意する必要が
ある。」）は分析から除外した。
　保育内容（言葉）は見出し（「保育内容（言葉）」，
「ねらい」，「内容」，「内容の取扱い」）を含めて
総抽出語数は609語（22段落，23文）であり，この
データを分析した。多く出現していた語を確認す
るために抽出語の出現回数を算出した（Table2）。
最も多かったものから上位9語は，「言葉」（21回），
「聞く」（7回），「楽しい」（6回），「自分」（6回），
「生活」（6回），「伝える」（6回），「味わう」（6
回），「幼児」（6回），「話」（5回），であった。
　これらを代表とする抽出語同士の結びつき，す
なわち語の出現パターンの似通った語（共起の程



36

本　田　真　大

度が強い語）を探るために，集計単位を段落，語
の最小出現数を2，描画数を60に設定した共起
ネットワークを作成した（Figure1）。Figure1に
おいて，円が大きいほどその語の出現回数が多
く，線が太いほど共起の程度が強く，円の色が黒
に近いほど媒介中心性が高いことを表した。
　媒介中心性に注目すると，「伝える」，「感覚」，
「心」，「必要」が多くの語を媒介していることが
明らかになった。「伝える」に関して，保育内容
（言葉）の記述では（媒介中心性の高い語に下線
を引いた），ねらい⑵「人の言葉や話などをよく
聞き，自分の経験したことや考えたことを話し，
伝え合う喜びを味わう。」，内容⑽「日常生活の中
で，文字などで伝える楽しさを味わう。」，内容の
取扱い⑵「幼児が自分の思いを言葉で伝えるとと
もに，教師や他の幼児などの話を興味をもって注
意して聞くことを通して次第に話を理解するよう

になっていき，言葉による伝え合いができるよう
にすること。」，内容の取扱い⑸「幼児が日常生活
の中で，文字などを使いながら思ったことや考え
たことを伝える喜びや楽しさを味わい，文字に対
する興味や関心をもつようにすること。」のよう
に，伝えることに伴う肯定的な感情体験（楽しさ，
喜び）と伝え合うことが重視されている。
　「感覚」と「心」は双方ともに媒介中心性が相
対的に高い語である上に共起していた。「感覚」
と共起の程度が高い語は，媒体（「絵本」，「物語」，
「豊か」），想像力（「イメージ」，「想像」，「経験」），
相手（「友達」，「先生」，「心」）に分類し得る。「感
覚」と「心」の語は内容⑶「日常生活に必要な言
葉が分かるようになるとともに，絵本や物語など
に親しみ，言葉に対する感覚を豊かにし，先生や
友達と心を通わせる。」，内容の取扱い⑴「言葉
は，身近な人に親しみをもって接し，自分の感情

Table2　保育内容（言葉）からの抽出語の出現回数

抽出語 出現数 抽出語 出現数 抽出語 出現数 抽出語 出現数

言葉 21 親しみ 3 友達 2 思い 1

聞く 7 親しむ 3 いろいろ 1 思う 1

楽しい 6 人 3 リズム 1 取扱い 1

自分 6 文字 3 挨拶 1 十分 1

生活 6 話す 3 意志 1 巡る 1

伝える 6 イメージ 2 応答 1 触れる 1

味わう 6 感覚 2 獲得 1 新しい 1

幼児 6 関心 2 楽しみ 1 身近 1

話 5 教師 2 感じる 1 尋ねる 1

絵本 4 経験 2 感情 1 接す 1

興味 4 考える 2 関わる 1 通う 1

内容 4 心 2 気持ち 1 動かす 1

日常 4 先生 2 気付く 1 美しい 1

表現 4 想像 2 響き 1 保育 1

物語 4 相手 2 結び付ける 1 遊び 1

分かる 4 他 2 見る 1 養う 1

豊か 4 体験 2 交わす 1 理解 1

喜び 3 注意 2 考え 1

使う 3 必要 2 考慮 1

次第に 3 味わえる 2 合う 1
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や意志などを伝え，それに相手が応答し，その言
葉を聞くことを通して次第に獲得されていくもの
であることを考慮して，幼児が教師や他の幼児と
関わることにより心を動かされるような体験を
し，言葉を交わす喜びを味わえるようにするこ
と。」，内容の取扱い⑶「絵本や物語などで，その
内容と自分の経験とを結び付けたり，想像を巡ら
せたりするなど，楽しみを十分に味わうことに
よって，次第に豊かなイメージをもち，言葉に対
する感覚が養われるようにすること。」で用いら
れている。さらに，「言葉に対する感覚」は3法

令の改訂の中で保育内容（言葉）に新たに追加さ
れた文言である。そこで「感覚」の語に注目する
と，相手（先生や友達）との関わりの中で心を動
かされるような体験をし，想像力が沸き立つよう
な媒体（絵本や物語など）との出会いや相互作用
を通して養われた豊かな「言葉に対する感覚」を
働かせながら相手（先生や友達）と心を通わせる
旨が記述されている。
　「必要」に関しては，ねらい⑶「日常生活に必
要な言葉が分かるようになるとともに（後略）」，
内容⑸「生活の中で必要な言葉が分かり，使う。」

Figure1　保育内容（言葉）の共起ネットワーク
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という記述に見られ，生活の中での必要感という
体験が重視されていると考えられる。
⑵�　保育内容（言葉）とソーシャルスキル教育の

関連

　媒介中心性の高い「伝える」，「感覚」，「心」，
「必要」を中心に保育内容（言葉）を要約すると，
「『言葉に対する感覚』を養い働かせるような相
手と媒体という環境を構成し，幼児の生活の中で
の必要感に根差して言葉や文字を獲得し，獲得し
た言葉や文字を使って伝えること，伝え合うこと
で肯定的な感情体験を得る」と表現できよう。こ
の内容を保育内容（言葉）の重要な側面ととらえ
てソーシャルスキル教育との関連を考察する。
　コーチング法によるソーシャルスキル教育
（ソーシャルスキルトレーニング）は，インスト
ラクション（獲得や向上を促したい特定のソー
シャルスキル（ターゲット・スキル）の説明），
モデリング（教師による良い例，悪い例などの見
本提示），リハーサル（設定的な状況での反復練
習），フィードバック（幼児の行動として現れた
ソーシャルスキルに対する他者からの肯定的な評
価や改善点の指摘），般化（練習したソーシャル
スキルの定着）という流れで実施される（佐藤，
2006）。
　まず，インストラクションやそれに先立つソー
シャルスキル教育の実施の決定，及びターゲッ
ト・スキルの選定において，ソーシャルスキル教
育を実施することやターゲット・スキル自体に幼
児の必要感があるかどうかをアセスメントするこ
とが欠かせない。言い換えれば，子どもの実態
（特に，幼児が実現したいこと，実現する上で難
しさを感じていること，実現するために必要な環
境や援助）を適切に把握した上で，子どもの実態
に即した教師の願い（「このような幼児同士の関
わりを経験してほしい」など）をもち，そのため
の教育方法の一つとして幼児教育にふさわしい
ソーシャルスキル教育の実施を検討する，という
実施の意思決定過程が求められる。
　モデリングにおいては，これまでの幼児集団を
対象としたソーシャルスキル教育において紙芝居

やペープサートの寸劇を用いるなど工夫されてい
る（例えば，佐藤，2015）。これらの実施方法は
幼児の発達に即して理解しやすいことに加え，幼
児が生活の中でうまくいかなかった対人経験や状
況を想起し，ターゲット・スキルへの必要感を喚
起するためにも有益であろう。
　リハーサルとフィードバックは，ソーシャルス
キル教育の対象となる幼児にとっての新たな，あ
るいはより質の高い対人行動（言葉の使い方や振
る舞い方）を獲得する中核的な段階である。様々
な状況の中で自分の思いを話すことや相手の思い
を聞くことは従来のソーシャルスキル教育で取り
上げられている（Table1）。そして，ソーシャル
スキル教育の実施においては楽しさが重視されて
おり（佐藤・相川，2005；相川・佐藤，2006；佐
藤，2015），伝えることで肯定的な感情体験がで
きるようにフィードバックがなされている。今後
はリハーサルの段階で個々のソーシャルスキルに
加えて，「伝え合う」ことを直接取り上げるソー
シャルスキル教育の方法を検討していくことが必
要であろう。「伝える」という行動は主張的スキ
ルで扱う内容であり，その中で「伝え合う」機会
を設定することができる。また，幼児教育におい
てはいざこざやけんかといった葛藤を保育者が丁
寧に扱うことの重要性が指摘されており（無藤，
2009），問題解決スキルにおいては「伝え合う」
ことを直接的に取り上げやすいと思われる。とは
いえ，3，4，5歳の間で「伝え合う」姿が大き
く異なると思われるため，どの程度の伝え合いを
めざすのかを慎重に検討する必要があろう。
　これらに加えて，保育内容（言葉）では今回の
改定により「言葉に対する感覚」が明記された（文
部科学省，2017）。「言葉に対する感覚」を養い働
かせるような環境（相手や媒体）を日常の生活に
おいて構成するのみでなく，ソーシャルスキル教
育の環境においてもそれらの日常の環境とのつな
がりが意識できるとよいであろう。具体的には，
担任教師が幼児の言葉の発達や育ちにおいて大切
にしている価値観をソーシャルスキル教育の実施
者と共有すること，幼児が幼稚園生活の中で触れ
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たり親しんだりしている言葉や文字の環境をアセ
スメントすること，それらを取り入れながらソー
シャルスキル教育の教材や進め方を準備するこ
と，実施時にはリハーサルの段階を中心に幼児の
言葉や文字の表現に内在する1人1人の「言葉に
対する感覚」を読み取ること，などが挙げられる。
本田（2018）はソーシャルスキル教育の評価とし
て教師評定による心理尺度の得点の変化や幼児の
行動観察を用いることは効果検証の点で重要であ
る一方で，幼児教育にふさわしい評価方法を洗練
させる必要性を指摘している。ソーシャルスキル
教育という幼児集団に共通した設定的な状況の中
で，個々の幼児の「言葉に対する感覚」を丁寧に
読み取ることは，幼児教育にふさわしいソーシャ
ルスキル教育の評価方法の1つになるかもしれな
い。
２�．保育内容（言葉）の記述内容とソーシャルス

キル及びソーシャルスキル教育の関連

⑴　保育内容（言葉）とソーシャルスキルの対応

　保育内容（言葉）の記述内容と14の基本となる
ソーシャルスキルの対応を検討した。14の基本と
なるソーシャルスキルは，相川・佐藤（2006）に
基づいて4つの分類すなわち上位カテゴリ（関係
開始スキル，関係維持スキル，主張性スキル，問
題解決スキル）から対応を示した（Table3）。
Table3の中で，行動として観察可能であると判
断された記述箇所に下線を引き，さらにその箇所
がソーシャルスキルの4つの分類と対応すると考
えられた場合には最もよく対応すると判断した分
類を記載した。
　分類の仕方の例として，ねらい⑴「自分の気持
ちを言葉で表現する楽しさを味わう。」に関して，
「自分の気持ちを表現する」は主張性スキルに該
当すると判断した。ねらい⑵「人の言葉や話など
をよく聞き，自分の経験したことや考えたことを
話し，伝え合う喜びを味わう。」では，「聞く」は
関係開始スキル，「話し」は関係維持スキルと対
応すると考え，「伝え合う」は主張性スキルに加
えてよく相手の話を聞くこと，つまり関係開始ス
キルが複合したものであると判断し，3つのスキ

ルが該当すると判断した。ねらい⑶「日常生活に
必要な言葉が分かるようになるとともに，絵本や
物語などに親しみ，言葉に対する感覚を豊かにし，
先生や友達と心を通わせる。」では，「分かるよう
になる」，「親しみ」，「豊かにし」，「心を通わせる」
という文言からは観察可能な行動というよりも認
知や態度と関連すると判断された。以上より，保
育内容（言葉）の「ねらい」には，関係開始スキ
ルに1つ，関係維持スキルに1つ，主張性スキル
に2つ対応する箇所が確認された。
　「内容」では，例えば内容⑸「生活の中で必要
な言葉が分かり，使う。」は，幼稚園教育要領解
説（文部科学省，2018）を見ると集団で遊びや生
活を進めていく上で必要な言葉として，幼稚園生
活で出会う「先生」，「組」，「当番の仕事」などの
初めて聞く言葉や，順番や交替を意味する「貸し
て」，「いいよ」という遊びを楽しく展開する言葉
が挙げられている。これらは葛藤状況などでの自
分の思いを主張する以前の集団の遊びや生活を送
るために必要な内容であるため，関係維持スキル
に該当すると判断した。また，内容⑽「日常生活
の中で，文字などで伝える楽しさを味わう。」は，
幼稚園教育要領解説（文部科学省，2018）によれ
ば所属や名前の文字に加え，ごっこ遊びの看板や
メニューなどを例示し遊びの中での文字との出会
いに言及しているため，関係維持スキルに最も該
当すると判断した。以上より，「内容」には関係
開始スキル4つ，関係維持スキル5つ，主張性ス
キル3つと対応する箇所が見られ，問題解決スキ
ルと対応する箇所は確認されなかった。
　「内容の取扱い」では，例えば内容の取扱い⑴
「言葉は，身近な人に親しみをもって接し，自分
の感情や意志などを伝え，それに相手が応答し，
その言葉を聞くことを通して次第に獲得されてい
くものであることを考慮して，幼児が教師や他の
幼児と関わることにより心を動かされるような体
験をし，言葉を交わす喜びを味わえるようにする
こと。」について，「親しみをもって接し」と「幼
児が教師や他の幼児と関わる」は具体的な行動と
しては曖昧であると判断した。さらに，「自分の
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感情や意志などを伝え」は主張的スキル，「それ
に相手が応答し，その言葉を聞く」を関係開始ス
キルに分類した。このような対応づけの結果，
「内容の取扱い」は関係開始スキル2つ，関係維
持スキル1つ，主張性スキル2つと対応し，問題

解決スキルとの対応箇所は見られなかった。
　合計すると，保育内容（言葉）の記述内容には
関係開始スキル8つ，関係維持スキル7つ，主張
性スキル7つが対応し，問題解決スキルと対応す
る箇所はないと判断された。

Table3　保育内容（言葉）とソーシャルスキルの対応

保育内容（言葉）
対応する

ソーシャルスキル

ねらい⑴　自分の気持ちを言葉で表現する楽しさを味わう。 主張性スキル

ねらい⑵�　人の言葉や話などをよく聞き，自分の経験したことや考えたことを話し，伝え合
う喜びを味わう。

関係開始スキル
関係維持スキル
主張性スキル

ねらい⑶�　日常生活に必要な言葉が分かるようになるとともに，絵本や物語などに親しみ，
言葉に対する感覚を豊かにし，先生や友達と心を通わせる。

内容⑴　先生や友達の言葉や話に興味や関心をもち，親しみをもって聞いたり，話したりする。 関係開始スキル
関係維持スキル

内容⑵�　したり，見たり，聞いたり，感じたり，考えたりなどしたことを自分なりに言葉で
表現する。 主張性スキル

内容⑶　したいこと，してほしいことを言葉で表現したり，分からないことを尋ねたりする。 主張性スキル

内容⑷　人の話を注意して聞き，相手に分かるように話す。 関係開始スキル
関係維持スキル

内容⑸　生活の中で必要な言葉が分かり，使う。 関係維持スキル

内容⑹　親しみをもって日常の挨拶をする。 関係開始スキル
関係維持スキル

内容⑺　生活の中で言葉の楽しさや美しさに気付く。

内容⑻　いろいろな体験を通じてイメージや言葉を豊かにする。

内容⑼　絵本や物語などに親しみ，興味をもって聞き，想像をする楽しさを味わう。 関係開始スキル

内容⑽　日常生活の中で，文字などで伝える楽しさを味わう。 関係維持スキル

内容の取扱い⑴�　言葉は，身近な人に親しみをもって接し，自分の感情や意志などを伝え，
それに相手が応答し，その言葉を聞くことを通して次第に獲得されていくも
のであることを考慮して，幼児が教師や他の幼児と関わることにより心を動
かされるような体験をし，言葉を交わす喜びを味わえるようにすること。

関係開始スキル
主張性スキル

内容の取扱い⑵�　幼児が自分の思いを言葉で伝えるとともに，教師や他の幼児などの話を興
味をもって注意して聞くことを通して次第に話を理解するようになっていき，
言葉による伝え合いができるようにすること。

関係開始スキル
主張性スキル

内容の取扱い⑶�　絵本や物語などで，その内容と自分の経験とを結び付けたり，想像を巡ら
せたりするなど，楽しみを十分に味わうことによって，次第に豊かなイメー
ジをもち，言葉に対する感覚が養われるようにすること。

内容の取扱い⑷�　幼児が生活の中で，言葉の響きやリズム，新しい言葉や表現などに触れ，
これらを使う楽しさを味わえるようにすること。その際，絵本や物語に親し
んだり，言葉遊びなどをしたりすることを通して，言葉が豊かになるように
すること。

関係維持スキル

内容の取扱い⑸�　幼児が日常生活の中で，文字などを使いながら思ったことや考えたことを
伝える喜びや楽しさを味わい，文字に対する興味や関心をもつようにすること。 主張性スキル
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⑵�　ソーシャルスキルとの対応が見られなかった

保育内容（言葉）のねらいと内容

　ソーシャルスキルとの対応が見られなかった4
つの記述内容（ねらい⑶，内容⑺，内容⑻，内容
の取扱い⑶は主に「言葉に対する感覚」と関わる
部分であった。計量テキスト分析の結果から考察
したように，従来のソーシャルスキル教育に含ま
れていない「言葉に対する感覚」を意識すること
が幼児教育にふさわしいソーシャルスキル教育の
在り方の一つと言えよう。

総合考察

１．本研究のまとめ

　本研究の目的は幼児教育の中に見られるソー
シャルスキル及びソーシャルスキル教育について
検討することであった。本研究の結果から明らか
になったことは以下の3点である。第一に，計量
テキスト分析によって保育内容（言葉）の重要な
語は「伝える」，「感覚」，「心」，「必要」，である
ことが示された。第二に，ソーシャルスキル教育
の観点から保育内容（言葉）をとらえると，「ね
らい」，「内容」，「内容の取扱い」の多くの項目が
基本となる14のソーシャルスキルの分類（関係開
始スキル，関係維持スキル，主張性スキル）と対
応するものの，問題解決スキルとの対応は見られ
ないことが明らかになった。本田（2018）によれ
ば，保育内容（人間関係）においては関係維持ス
キルと問題解決スキルが相対的に多く，次いで主
張性スキルが多く見られている。このような違い
は保育内容間の相違から生じるものであろう。
　第三に，保育内容（人間関係）ではソーシャル
スキルそのものとの関連が見られなくてもソー
シャルスキル及びソーシャルスキル教育に関わる
概念との対応が見られたのに対し（本田，2018），
本研究では保育内容（言葉）の中でソーシャルス
キル教育と対応しないものとして「言葉に対する
感覚」が挙げられた。この結果は，従来のソー
シャルスキル教育を行うのみでは「言葉に対する
感覚」の育ちの経験が十分保障されない可能性が

あることを意味する。もちろん，ソーシャルスキ
ル教育以外の様々な機会を通して「言葉に対する
感覚」を養うことも重要であるが，保育内容（言
葉）との関連を重視したソーシャルスキル教育を
行う上では「言葉に対する感覚」をいかに取り入
れるかが課題となる。
　本田（2018）は，心理学研究の主な関心として
ソーシャルスキル教育の効果を実証する点は重要
である一方で，幼児教育で重視される点（本研究
では保育内容（言葉））を尊重することは，心理
学の研究者と保育者が協働して子どもの育ちを支
えることに貢献すると述べている。本研究から，
そのような望ましい協働の実現に資する知見が得
られた点で本研究には一定の意義があると言えよ
う。
２．本研究の限界と今後の課題

　第一に，本研究では保育内容（言葉）とソーシャ
ルスキル及びソーシャルスキル教育の対応を検討
したが，保育内容の5領域のねらいは幼児の自発
的な活動としての遊びを通して総合的に達成され
ることが期待されている（文部科学省，2017）。
本田（2018）と本研究でソーシャルスキル教育と
関連が深いと考えらえる保育内容（人間関係）と
保育内容（言葉）の領域から検討されたが，他の
保育内容の領域においてソーシャルスキル及び
ソーシャルスキル教育の概念がどのように対応す
るか検討する必要があろう。特に本研究において
「言葉に対する感覚」が幼児教育にふさわしい
ソーシャルスキル教育の開発に寄与し得ることが
明らかになったように，一見関連が弱いと思われ
る領域からソーシャルスキル教育をとらえること
で幼児教育にふさわしいソーシャルスキル教育の
開発に資する知見が得られると期待される。
　第二に，本田（2018）と同様に，本研究で検討
したソーシャルスキル教育はコーチング法に基づ
く方法のみであり，幼児のソーシャルスキルを育
成する方法を広くとらえてそれぞれの方法の利点
や限界を明示することも実践上有用であろう。
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